
【平成28年度　神戸医療センターがん看護教育プログラム】

対象者：神戸医療センターに所属する看護師、神戸医療センターがん看護教育プログラムの受講を希望する看護師

レベルⅠ：新卒後3年目以上の経験を有する看護師

レベルⅡ：新卒後4年目以上の経験を有する看護師 ＊がん看護教育プログラムを受けたことのない看護師→レベルⅠから開始

レベルⅢ：新卒後5年目以上の経験を有する看護師 ＊がん看護教育プログラムを受けたことのある看護師・新卒後４年目の経験を有する看護師→レベルⅠ試験がクリアできたらレベルⅡより開始

レベルⅣ：レベルⅢを修了した看護師 ＊がん看護教育プログラムを受けたことのある看護師・新卒後5年目の経験を有する看護師→レベルⅡ試験がクリアできたらレベルⅢより開始

目標 目標 がん患者の個別性に応じた看護を考えることができる。 目標
所属部署のがん患者・家族に対するチーム医療を考えるこ

とができる。
目標

熟達した看護を実践できると共に、がん看護に関

する広い視野を持ち役割に応じた活動ができる。

4月

5月 5/11(水)

5月 5/25(水)

6/8(水)

6/22(水)

7/6(水) 7/13(水) オリエンテーション　「チーム医療」

7/20(水)

8/3(水) 8月上旬 院内見学研修

8/17(水)

9月 9/24(土)
「がん看護概論」「症状マネジメント」～痛み①」「がんの治療と看

護(手術・放射線療法)」「症状マネジメント」～痛み②」
9/10(土)

「コミュニケーション」

「年間活動中間発表」

10月 10/8(土)
「化学療法と看護」「在宅療養支援」「エンド・オブ・ライフケア」「症

状マネジメント～精神症状～」「事例検討会」

11月 11/9(水) 試験 11/5(土)
「がん看護概論」「がんの治療と看護(化学療法・手術)」「症状マネジ

メント痛み③」「症状マネジメント～呼吸困難・消化器症状」

11/19

(土)

「リンパ浮腫」

「骨転移の看護」

12月
12/10

(土)

「コミュニケーション」「在宅療養支援」「意思決定支援」

「がんの治療と看護(放射線療法)」「事例検討」

12/14

(水)
試験

1月 1/18(水) 試験

2月 2/28(火) 学会・研修会参加　学びのレポート　提出 2/28(火) 学会・研修会参加　学びのレポート　提出 2/28(火) 学会・研修会参加　学びのレポート　提出 2/28(火) 学会・研修会参加　学びのレポート　提出

3月 3/15(水) レベルⅡ・Ⅲケースレポート発表会参加 3/15(水) ケースレポート発表会 3/15(水) ケースレポート発表会 3/15(水) ケースレポート発表会

3月 3/22(水) 修了式 3/22(水) 修了式 3/22(水) 修了式 3/22(水) 修了式

時間 時間 時間

評価 評価

・修了試験（選択式と記述式）

・院外で開催されるがん看護関連の研修会・研究会・学会に1回以上

参加

・ケースレポート発表会

評価

・修了試験（選択式と記述式）

・院外で開催されるがん看護関連の研修会・研究会・学

会に1回以上参加

・ケースレポート発表会

評価

総時間数

・修了試験（選択式と記述式）

・院外で開催されるがん看護関連の研修会・研究会・学会に1回以上参加

・レベルⅡ・Ⅲ「ケースレポート発表会」の参加

2016年4月改定

修了証書 修了証書

レベルⅢ（新卒後5年目） レベルⅣ（レベルⅢ修了者）

当院でのがん治療（「胃がん」「大腸がん」「肝臓がん」「膵がん」「乳がん」「肺が

ん」）とがん診療の仕組みについての基礎知識を理解する。また、がん患者とそ

の家族の特徴を踏まえた看護の役割を理解する。

開講式

　「がんの疫学・病態、がん対策」「緩和ケア」

レベルⅡより開始を希望者→レベルⅠ修了試験　／　レベルⅢより開始を希望者→レベルⅡ修了試験

6月

7月

8月

レベルⅠ（新卒後3年目） レベルⅡ（新卒後4年目）

「肺がん」[乳がん」

「大腸がん～内科系・外科系～」「胃がん～内科系・外科系～」

「胆道がん・膵がん～内科系・外科系～」「肝臓がん～内科系・外科系～」

「がん薬物療法」「がん放射線療法」

「がん患者と栄養」

コミュニケーション等の看護技術を習得するための研修と看護実践プ

ロセスをサポートするケーススタディを検討する。師長・副師長のサ

ポート評価も受けるように検討する。

必要時間数・

修了認定方法

未定

目指す看護師像（リンクナース ）： 1．がん患者の病気体験に共感し、患者のニーズに気づくことのできる看護師 ２．がん患者・家族を長期的多角的に捉えQOLを高める支援ができる看護師

目的 ：がん看護に必要とされる専門的知識・技術を習得し、看護実践できる能力を身につける。


